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 要  旨 
 
 往復式流体機械の一種であるダイヤフラムポンプは漏れがなく、容積式である
ために一定量を精度よく吐出すことが可能である。その特殊な構造から化学薬品
またはスラリー液といった特殊な溶液に主に用いられる。こういったポンプは工
業の発展とともに非常に多くの研究がなされており、その構造は確立されている
とも言われている。しかし、実際に薬注プロセスなどの現場で用いられる際には
さまざまな問題点が残っているということが現状である。 
 薬品注入プロセスではただ薬品を調合するだけでなく、様々な混合液のpHの管
理や高価な流体を無駄なく使用するためにポンプの吐出流量の微調節をする機構
が求められてきている。また、同時に様々な流体をプロセスに注入する際にはい
くつものポンプが必要になってしまい、実際に使用される現場では低コスト省ス
ペースということも問題になってきている。これらの要求に対してこれまで多く
の研究がなされ、様々な対応策が練られてきたが、いまだ完全に解決できてはい
ない。 
 本研究では、実際に工場などでダイヤフラムポンプを用いる際に起こっている
現象からそれに対応するためにポンプ駆動中にストッパーにより流量を調節する
機構をはじめ、ポンプユニットとギヤボックスを別に設計すると言ったポンプ多
連機構の開発を行った。その中で、ピストン機構や動力伝達機構の試作・改良を
繰り返し、新機構を取り入れたダイヤフラムポンプを開発した。さらに、製作し
たポンプと改良を行なう前のポンプを用いて流量試験、動力試験、圧力試験を行
い、性能評価を行なった。 
実験を通して、瞬時吐出流量においてピストン機構や流量調節方法の違いによ
る影響を確認した。また、高圧条件下において定量ポンプでありながらその吐出
し量が減少するといった結果を得た。さらには、ポンプの単位時間における吐出
し量とストロークの関係を得て、吐出し量とストロークの間には比例の関係がな
いことを確認した。 
これらの結果より、ピストンが流体を押し出す力と吐出し量の間には密接な関
係があることが推測された。また、流量調節の次のステップとして考えられるの
は吐出し量とストロークの関係を直線的にすることだと言える。 
そこで、本論文の最後には、ストッパーを調節している調節ネジの進みを変え
ることで吐出し量とストロークの関係を直線的にすることができるのではないか
という提案している。 
 
